スパイディ：
おかしい セントラルパークの灯が消えている
クモ感覚も反応しない 何か間違ってるのかな
おっと あれは光熱費の払い忘れか？
でもこれはちょっと極端すぎる！

スパイディ：
今のはなんだ？どういうことだ？
金属を食べる怪物だ！

"金属を食べる怪物"

スパイディ：
見えなかったが、信じられない大きさだ
写真を撮らないとJJJに怒られそう

スパイディ：
見つかった！ひとまず逃げよう！
燃え広がってる！

スパイディ：
なんてことだ… まずい！このままじゃ炎上しちゃうよ！

スパイディ：
なんとか火は消えた クモのパワーのおかげで
煙も消えちゃった！


消えた！でも写真は大丈夫
しかし どう伝えよう なんとかしてJJJに説得しなくちゃ
       これは冗談じゃないよ

デイリービューグル

社長：キミは冗談のつもりで言ってるのか？
      確かに怪物が金属を食ってはいるが…

スパイディ：信じてください あれは本物の怪物だったんです
社長：この写真では信用できないね ゆがんだトリックだ

ベティー：不公平じゃありませんか

ジェイムソン：不公平！？
              こんな写真、映画に出てくる怪物にしか見えん！
＜電話＞
　　　　　　　ジェイムソンだ！
　　　　　　　セントラルパークのどの銅像？
              あのなぁ ワシャ忙しいんだ
＜電話＞　　　お待ちを
              走行するトラックが線路から消えた？
　　　　　　　よし、わかった！すぐそちらに向かう！

ベティー：どういうことなんでしょう？

ピーター：恐らく怪物が金属を食べるために
　　　　　こっちに向かってるに違いないよ

慌てる警官：30フィート先に怪物がいる！棚を食べてるぞ！
            今度は発電機を食べる気だ！
            誰か警察を呼んでくれ！
            消防隊でもいい！軍隊でも～！！

ジェイムソン：何？どこで？
              イースト川でバリケードと車が無くなった？
              炎の怪物が2番街に脱走？

ベティー：記者の話によると、怪物が発電所を食べてしまったとか！

ジェイムソン：今年最大のビッグニュースだというのに
              ピーター・パーカーめ、どこだ！

ピーター：JJJは怒ってるだろう
　　　　　しかし もし、怪物と戦うのなら
　　　　　準備するのが一番だ!

ピーター：これでうまく行くはずだ
　　　　　まずやらなきゃいけないことは
　　　　　古いかまどを探すことだ

　　　　　あれは車だろうか… 空飛ぶ車！？
          廃物の山にいた 教えてくれてありがとう！
          
          どうだビッグモース！糸に絡まって動けないだろ！
          さて、最初からやり直そう。
          待てよ？
          戦えないなら、乗ろう！
          うまくいった！


金属を食べる怪物に捕まったスパイダーマン、
はたしてどうなる？

Bパート

スパイダーマン：うう・・・ああ なんてこった！
                このままじゃ焼かれちゃうよ！
                ヒュー、ラッキー！傘があって！
　　　　　　　　逃げられたか！
                一体何がしたかったんだろう？

ピーター：テレタイプのような怪物 それについての新しい情報はなかったよ
ジェイムソン：他に報告は無いのか？
ベティー：何の報告もありませんでした
ピーター：多分、夕食まで眠ってるかもね
ベティー：もしあの怪物を止められないなら 私たちもダイエットしなきゃ
ピーター：ぷっ（苦笑）
ベティー：帰ります

ジェイムソン：夕食の時間だ、まだ帰るな！
              2人とも食事が終わったら 直ちに戻れ！

ピーター：そうだ、これだ！できる、できるぞ！


金属を食べる怪物は、金属を食べ続けます！

（ジリジリジリジリジリ・・・）電話です

ピーター：ピーターパーカーです！
ジェイムソン：パーカー、また怪物が出た！
　　　　　　　港に向かってるそうだ！
ピーター：ＯＫ、僕にまかせて！
ジェイムソン：なんか言ったか？
ピーター：え、ああ、なんにも…
　　　　　警察は　準備できるの？
ジェイムソン：避難地域にな、とにかく写真を私に提出しろ
ピーター：ジェイ・ジョナ・ジェイムソンったら
          キミがそんなこというから行かれないんだよ
          でも、スパイディーは！

メガホンの警官：この街は危険だ！x2 撤退せよ！

ピーター：港から逃げて行くぞ？
　　　　　ちょっとまって！いつもよりおっきくない？！
          どうやら橋に向かって進んでるようだ！
          そこに着く前に 彼の動き止めよう！
          さあ、海に沈めようか！
          大丈夫、勇猛果敢だ。
　　　　　悪い胸やけを治すときが来たようだ
          全力～前進～！

ジェイムソン：もしスパイダーマンがヒーローであることが判明し
　　　　　　　それほど怒っていなかったら
　　　　　　　ワシは号外の大きな見出しを考えるのに困らなかったよ
ベティー：見出しでしたら"スパイディ 怪物を沈める"でいいのでは？
          いやだ！いやだ！
